
、



☆確率の一般項 D→二_い i"i
→ f直接求める

E→ A . F . H "

終わりで分ける か 一 - E
ということは、

ご籤竈
䆿京黶
崱嚞州

のがドボンに啊どうせ漸化式作る
どの点荘！が qm，ちゃいましょう、

同様に、 C.F,Hどこにいても、
設定を長い把握→具体化→抽象化

Gn I S Pm ,
e x ) C

，\，n

B i D

ga(i）のグループII）く頭の中〉 G となるな.
A → B.D.Eに確率が移る
B FIFI。ぜ，焱 Gからは C.F .Hなので全て I i i）へ

→ 推移図書けそう.



髖 が 時 刻 が 擗甫
嚇""が
燃

の変化は以下のように表せる. P，=1， q，=0， r， = 0 である。
n n t I よって D～30より、

Pu > P i o i q i i r i g e
た=で，93=0，53=8-_-， となる。濟 ☆ 足して Iにならない'点に注意！！

（2） D，

!

でPと rをqで表せるので、

よって以下の漸化式を得る。 ② に代入して 8 だけにする .
①

"

を②に代入して、

j Pm=fqn - . - D

qm，=fqn..tf q m いqm=f tp.t r n . .
= f q n - 1 1」とばし！！I h i t

→ 解いてもいいが、まずn=1.2で求める.



よってqnの一般項は ※問題がいて2のときなのでこれでOK
n ? I で

n= 1 は別扱いが必要 .
a .
.SO (n：奇数のとき） が薙

が 、1が（妙な （n：偶数のとき）
m，、 10

（n：奇数）
（に）

IT

"

Tn：偶数）

※

が""
が考
試稠
（別動画参照） なので、n→n -1に変えて .に

☆ 必ず小さいnで確認しよう！ n=|T

"

が（n：3以
上の奇数）

① より

Pm，= /0
（7：奇数）

（に） 0 1 が 伊 エ ，Iがドド（n：偶数）
（3）状況を具体化して考える！なので、n→n-1に変えて、 いて2のとき

ー ー Aに戻れるのは？
（確率がPn=伴一例が（n：3以

上の奇数）
噐荒？！、直接求められる.

0 （い：俚/ エ



頂点B,D,Eから確率 IでAに戻る →1回目に戻る時刻で分けたら
ので、求める確率Smは、 直接求められそう、

Pnは nが偶数のとき0なので、Shen= J×|噐戻ってな
くて、時刻で-1時刻辺で 奇数時刻にべ戻ーることはない。

初めてAに戻る で B . D . E に い る
時刻 2 l (lは自然..数、1<m）でYetだとP，なので、
Aに初めて戻り、その後時刻2m(mと2）

= |
" "式は使えない！！

.

|で2回
目に.に
戻る確
率は.

I (m=1） ←p、=1より
Se x S m e で求められる。
A → A → A
2 1 2（ml）

よって tmは
菏

"

"

（m？"

n g s m e
と表せる

（4）
どういうことか？って"

tm..で1回戻って、またが盗時刻リセット
S .にーー注意！！両サイドにある



M=2のとき、 t z = S . . S， = f M22において、tmと Smの大小を
T n ？ ？ I も 考えるとし た 2 歳→7扉で？hi :
M=3のとき、 b = S i r S I S s i S，

=2×J× f= §_・M=2のときS2こき， tz=fより
ME4のとき、

S 2 > t 20 K -Igが"と2+ s i x I s .
S s = 28T, As=Jより

濕盥。
與旬が3
のとき、S > A s O K

=J.GY？品蔵

"

筤、"M？4のとき、

Sm=市、Gym-2

=だが詣でがいか triだが謳いがたい



より S m - t m

- 啾が知（非間
i "
句

ニ、
，4が.GY！

"

-4） となるが、
TETE決める

m Z4 のとき P-4m < 0 な の で

常に SmくAmとなる。 →ダメ

以上より、Am a Smとなるm(m22）
は m-2.tnのみである。


